
令和３年度 練馬区食育推進ネットワーク会議(第８期)第３回会議要録 

 

１ 開催日時 

  令和３年 12月６日(月)午後２時 30分～４時 

２ 開催場所 

  練馬区役所本庁舎 19階 1903会議室 

３ 出席者   

  委員長  健康部長 

  副委員長 健康部健康推進課長 

委員   開田委員、加藤委員、小林委員、檀上委員、堀委員 

     金野委員、岡野委員、高野委員 

  幹事   大泉保健相談所長、清掃リサイクル課清掃事業係長 

保健給食課学校給食係長、保育科保育所給食係主査、 

健康推進課健康づくり係長、健康推進課歯科保健担当係長 

 事務局職員 健康推進課栄養食育係２名、豊玉保健相談所栄養担当係、 

石神井保健相談所栄養担当係長、北保健相談所栄養担当係長 

 欠席委員 小松委員、戸田委員、足立委員、頓所委員、秋本委員、北村委員 

４ 公開の可否 公開 

５ 傍聴者数  ０名 

６ 配付資料 

  資料１   練馬区食育推進ネットワーク会議（第８期）委員名簿 

  資料２   練馬区健康推進課 Instagramについて 

  資料３－１ 情報誌「ねりまの家族の健康を応援します」の取組みについて 

  資料３－２ ねりまの家族の健康を応援します（令和３年９月号 小学校版） 

  資料３―３ ねりまの家族の健康を応援します（令和３年９月号 幼稚園版） 

  資料３－４ ねりまの家族の健康を応援します（令和３年９月号 子育て世代版） 

  資料４   若い世代への食育の取組実施について 

  資料５   ねりまの食育応援店登録店舗一覧 

  資料６   第２回練馬区食育推進ネットワーク会議（書面開催）アンケート集計 

７ 会議要録 

（１）開会 

（委員長） 練馬区食育推進ネットワーク会議を始めさせていただきます。私は、この７

月から健康部長をさせていただいていますが、前回が書面開催ということで、

初めて参加させていただくことになります。進行を務めさせていただきますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

会議に先立ちましてお願いがございます。この会議は、「練馬区の付属機関等



の会議の公開および区民公募に関する指針」により、原則として公開すること

としております。傍聴も可能としております。また、会議録については要点記

録として公開いたしますので、録音をさせていただきます。ご了承のほどよろ

しくお願いいたします。会議要録中の表記につきましては、発言されたかたの

お名前は特定せずに委員長、委員のように表記をさせていただきますのでどう

ぞよろしくお願いします。 

それでは会議を始めさせていただきますが、先ほど申し上げた通り前回第

２回は新型コロナの感染拡大ということで書面開始をさせていただきました。

久しぶりに直接皆さんとお会いをしての会議となります。本日は曇り空で、寒

くて、また年末のご多用中のところご出席をいただきまして誠にありがとうご

ざいます。本日はお一人まだお見えになってないのですが、事前に欠席のご連

絡をいただいた５人の委員の方と二人の幹事がいますが、どうぞよろしくお願

いいたします。 

（２）委員長挨拶 

（委員長）  それでは次第の２に進めさせていただきます。委員長の挨拶ということでひ

とつ次第を作ってくれているのですけれども、毎回挨拶をさせていただいてい

るということなので挨拶をさせていただければと思います。 

この食育推進ネットワーク会議は、設置をされてもう 10 年以上経っている

ということです。食育のいろいろな取り組みを進めてきておりますけれども、

この会議がもとになって現在実施している事業も多くあると聞いています。コ

ロナ禍で取り組みが進めづらいといった時期ではありますけれども、区民の皆

様の多様なニーズに応えていくために、ここにいらっしゃる皆様のお力が必要

となります。練馬区の特徴を生かしながら、食育の取り組みを進めていきたい

と思っておりますので、そのためにも皆様の活発なご意見をこちらにいただき

たい、というものでございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（３）案件 

（委員長）  続きまして案件の３の１）第８期の活動経過報告に移ります。次第のア 健

康推進課 Instagram開設について資料２が添付されていますので、説明お願い

いたします。 

（事務局） 資料２の説明 

（委員長） ありがとうございました。今 189人フォロワーがいるということで、じわりじ

わりフォロワーが増えているということなので、皆さんも機会を捉えて他の方

にも周知していただければと思いますので、よろしくお願いします。何かこの件

に関し、ご質問ご意見ある方いらっしゃいますでしょうか。よろしいですか。は

い。では続きまして、イ 若い世代の食育の取組についてということで、保健相

談所の取組について。こちらが資料３－１から３－４、大学との連携について資



料４ということで続けてご説明をいただければと思います。 

（事務局） 資料３－１、３－２、３－３、３－４、４の説明 

（委員長） ありがとうございます。若い世代への食を通じた健康づくりの推進ということ

が法律、それから区の計画の健康づくりサポートプラン、こちらを基に推進して

いるということなのですが、まだまだ課題は多いのだというところですね。 

そこで、保健相談所中心の取組、それと新たな取組として、大学生の方と今後

事業展開に向けてお話をしていくということがありました。大学生も５名相当

のところ７名集まったということで、なかなか期待できるかなと思っています。

この大学との連携については開始したばかりですが、今後の展開も期待してい

きたいと思います。 

何か皆様方からこのあたりについて、結構大きな課題でもありますので、ご意

見を頂戴できればなと思っているのですけれども、どなたかいかがですか。ご意

見でも結構ですし、率直な感想なんかでも結構ですので。申し訳ありませんが、

本日ご出席の方からお話なんかをうかがえればと思っております。感想とか期

待すること、日頃からおもっていることなどあればお話しいただければと思い

ます。 

（委員）  まず、若い世代の方たちに食の関心を持ってもらいたいということですが、高

校３年生の娘がいるのですけど、全く食に興味がない。大変申し訳ないのですけ

ど。それっていうのは自分でやろうとしていないというのが一番にあって、親に

頼り切っている。親に任せている。買い物から片付けまですべて全部っていうの

があって、なのでこう今いらっしゃる大学の委員さんとか、自分で食に関して積

極的に取り組んでいる姿がうらやましいなと見ています。親の責任があるって

いうか、振り返って考えてみると、小学校とか保育園では子どもを対象に、プラ

ス保護者に対しての献立の配布とかがあったじゃないですか。やっぱりそのく

らいから食に関して教えていくことが大切なのかなと思っています。後は、小さ

いころからの積み重ね、プラス栄養の偏りとかが多いので、それを工夫していか

に食べさせていくか。この前、食育推進ボランティアで高齢者向けのちゃんとご

はんに参加したのですけれども、今まで築いてきた何十年っていう食生活をガ

ラって変えるのって難しいことで、その事を上手くみんなに伝えていけたらい

いなって思ってはいます。ごめんなさい。 

（委員長） ありがとうございます。続いていかがでしょうか。 

（委員）  若い世代に食育を直接的に訴えかけるのは難しいので、保護者の方へ訴えてい

くというのはいいアプローチだなと思いました。質問なのですけど、資料３で配

布物が３種類あったと思うのですが、微妙に内容が違っていますが、どういう狙

いがあるのかなと思って、教えていただければと思います。 

（事務局） まず資料３－２ですが、小学校向けにということで発行しております。これを



ベースに資料３－３と３－４を作成しております。変更されている内容として

は、どれも表面の部分が、小学校版ではお昼ごはんの献立が学校の給食献立を活

用して１日の食事例を書かせてもらっているのですが、資料３-３の幼稚園向け

は、お昼ごはんがお弁当を活用した献立になるようにしている所が大きな違い

です。また、資料３－３と３－４の違いは、子育て世代版として掲示やホームペ

ージに掲載しやすいように文言を追加し、お弁当ではなく、休日の献立を活用し

ている所に違いがあります。 

（委員）  ありがとうございます。 

（委員長） よろしいですか。はい、では次にいかがでしょうか。 

（委員）  Instagramですが、私も見られるようになりまして見ているのですけど、もう

カリフラワーのポタージュが出ていましたよね。季節を感じられて、ちょっと楽

しみに見られるかなというところです。これにもう一品、この料理だったらもう

ひとつ何か加えるとバランスがいいよとか。そんなものがあると食事を作ると

きの参考になるなと。私も今孫と一緒に食事をするのですが、夜は若い人と一緒

に１週間分の献立を立ててなんですけど、こういうものを参考にしたりとか、何

と組み合わせるかなというようなことを考えたりしながらやっていますので、

とても参考になります。ありがとうございます。若い人たちのということで、お

母さんも若い人たちに入るのかもしれないのですが、もっと若い小学生ってい

うのにこのプリントを全校配布しているっていうのはいいアイデアだったなと

思っています。ただうちの孫がこれ持ってきているのかどうかはわかんないの

ですけど。 

（事務局） 小学校版は、黄色の紙に印刷して配布をさせていただいているので、持ち帰る

と区立の小学校の配布物の中では目立つようにはなっています。少し気にして

いただけると２月に持ち帰ると思います。 

（委員）  ああなるほど。そうですよね。せっかく良いアイデアだなと思っていましたの

で、広めるのに良いのではないかと思いました。 

大学生の若い人たちにこれから大変期待がかかるのですけど、もう２年前３

年前になってしまうのですが、農業祭なんかで大学生にも来てもらって一緒に

ブースを開いたことがあったり、ちゃんとごはんの時に参加していただいたり

したことがあったのですけれど、そういうことを通しながら食に関していろん

なことをこう考えて発信していただけるといいなあ、と思います。以上です。 

（委員長） ありがとうございます。続いていかがでしょうか。 

（委員）  そうですね。私はここに参加しているのですけれど、受け身な感じでずっと聞

いていました。ちょうど私は大学生の娘がおりまして、こういう事やるのみたい

な相談するのですけど、ちょっと遠くに離れてまた一人暮らしといういいポジ

ションにいますので、いろいろ食について聞くのですけど、すごく元気な子で食



にすごく関心があるのですね。食べることが大好きでマメに食事も作ってみた

いな子なので、痩せってなることがわからないって言われて。じゃあ、あなたは

いつも食事を作る時に何を心がけているの？どうして食事に興味があるの？と

聞くと、食べることが楽しいと。それが一番の前提であるっていうこと、あとは

運動しているので、これを摂ると身体が活性化される、疲れが取れるという情報

をさがしちゃうと言っていました。痩せの人たちもきっと食事を摂らないって

いうことはしないのだろうけど、自分が痩せるためには、こういう栄養素だとエ

ネルギーがあり、身体が元気になりながらも健康になりながらも、良い体型を維

持できるっていう方法があると見やすいのではないかな、みたいなことを娘か

らアドバイスをいただきました。 

あくまでも私は主婦でお母さんというところで、どうやって子どもたちにご

飯を食べさせて来たかな？なんて思いながらいるのですけど、やっぱり食事を

するっていうのが楽しいっていうのが前提にないと、食に興味を持たないので

は。小学生の子どもたちのお母さんも、食べることが孤食にならないように心が

けるっていうのも大事なんじゃないかなと思います。以上です。 

（委員長） ありがとうございます。委員の家庭の食卓がおそらくすごく明るかったんです

かね。そのあたりのノウハウは我々も必要ですね。 

（委員）  私自身が食べることが大好きで、ダイエットはしたことがないような人間だっ

たので、すみません。 

（委員長） どうもありがとうございました。続きましていかがでしょうか。 

（委員）  保健相談所に実習に行った際に、若い世代でもあるのですけれども、子どもが

いるお母さんは、子どものために栄養を考えて食事をつくっている人が結構多

かった。子どもがいる家庭だと食事は気にして作っていると感じました。 

若い世代で子どもがいない一人暮らしの場合だと、忙しかったり自分を気に

掛ける余裕がなくて、食事が適当になってしまうのではないかと感じます。今は

Uber Eatsだったり出前館や飲食店などが豊富にあって、自分でがんばって作ら

なくても食事が摂れる環境にある。自炊を促すのも大切だと思うが、外食とか中

食を利用する際にバランスよく健康的に食事が摂れるような方法も伝えていけ

れば、より良いのではないかと思いました。 

（委員長） はい。ありがとうございました。続いて、いかがでしょうか。 

（委員）  はい。若い世代という課題はとってもテーマが広い。まだ私の中でも前回から

時間が長かったこともあって、資料見返したりしながら前のことを見直してい

たのですけれども、まず若い世代へのアプローチ、私今 30代ですけど 20代の子

たちがどんな食生活をしていて、何が具体的に課題なのかっていうのが正直見

えないです。なので、今ここで何か意見をもちろん言いたいのですけど、なかな

か言い出せないもどかしさがあるなと思います。また、日本女子大との方々との



お話っていうのが、今後展開されるっていうことだったので、そこで是非 20代

の食に興味関心がある子の活発な意見だけでなくて、食にちょっと関心がない

子たち、周りのお友達なんかの例えばアンケートなんかを含めてやっていただ

けると、偏った意見じゃなくてバランスよく声が拾い上げられるかなと思いま

す。そこで出てきた課題なんかを一緒にここでお話ができれば良いのだろうと

思いました。私がちょうどまさに 20代の専門学校で非常勤講師を数か月間やっ

ていたのですけれども、やっぱり 20代の子たちの昼、ちょうど私の授業が昼食

の前なのですが、パーって授業が終わって外出てったなーと思ったら買ってく

るのはコンビニのものだったり、お母さんが作ってくれる子もいるとは思うの

ですが、お弁当を持ってくる子だったり、見ていると食にあんまり関心もなく、

自分が食べたいものをお菓子も含めて買ってくるという感覚でいるようです。

だから、なぜ食に関して私たちが一生懸命アプローチをしているのか？という

動機付けが必要なのではないかと。なんで食の大切さをあなたに訴えているの

かっていう事を、一人一人に伝わる、伝えていくのが必要ではないかと。ただ単

に栄養バランスが取れる、栄養バランスを考えた方が良いのだよとか言われた

ところで、行動にはなかなか移せないと思います。私もまだこうしたら良いって

いうのが出ていないので、とてももどかしいですけれども、その子たちが１日に

ご飯とお味噌汁でも食べてみようって思えるようなアプローチができる方法が

あればいいなと思います。引き続き考えてください。 

（委員長） ありがとうございます。今後、大学生との打ち合わせで出た情報や意見を会議

で共有していただくっていうことで良いですか？その中でそれぞれの若者に対

するアプローチの仕方、なんで今食育なの？なんで今我々がそんなことを言っ

ているの？という所をしっかり我が事として捉えていただくような取組みが議

論できたらいいのかな？というふうに思いますのでよろしくお願いします。あ

りがとうございます。はい。続きまして、いかがでしょうか。 

（委員）  はい。若者のっていうことだけではないのですけど、今テレビだったりインタ

ーネットだっだり、健康についての情報がたくさんある中で、自分がどれをチョ

イスするかっていうのが本人に委ねられている。ダイエットと言うと、カロリー

だけを気にすればいいと思っている子もいまだにいるし、カロリーではなく、糖

質だけを考えればいいだっていう人もいるし、脂質だけを見る人もいる。いろん

な情報があって、どれも正解みたいに紹介されている中で、そのどれを選択する

かが個人に委ねられているから、それを正しいと思ってやっている子もたくさ

んいる。どれが正解っていうのはないのかもしれないですけど、私がすごく若い

時に救われたのは、何を食べても別にいいと。痩せる痩せないは関係なく好きな

ものを食べたい時に食べるけど、その結果、体重が増えてきたらその食事は間違

えだよと。それで好きなものを食べてきたのですけど、ちゃんと栄養さえバラン



スが整っていれば太っている人は痩せていくし、痩せている人は適正体重に増

えていくっていうのを聞いて、何も考えるのをやめたのです。もうわかんなくな

っちゃって。病気になると迷うだろうなっていうは実際あって、それこそテレビ

でいろんな食事、栄養はこれだけありますよ。トマトは何群、この食材でもこれ

だけ栄養がありますよとか。１日何個何を食べましょうとか、全部テレビの言う

通りにやっていたら食べきれないですし、結局何が良いのだか終わるとわから

ないですよね。先週やっていたものも身体に良いって言っていたし、今週やって

いたものも身体にいいって言っていたし、情報が溢れすぎちゃうっていうのが

今の時代は非常に大変なのだろうなと思っています。栄養成分の表示も色々と

表示しているが、表示されている中でどこを見ていけばいいのかっていうのが

たぶん難しいのだろうな、と日ごろ思っております。以上です。 

（委員長） はい。ありがとうございます。続きましていかがでしょうか。 

（委員）  学校の方では、こちら先ほどの情報誌を定期的に配っていただいていて、特に

献立のところは自分の学校の献立が出るので保護者の方にとっては興味がある

企画かなと思っています。私、先週６年生と移動教室に行ってまいりまして、校

外学習で宿泊としては今年になってから初めて行ったのですけども、遠足など

のお弁当は、比較的子どもが好きなものを選んで用意されていて、残したりする

場面を見なかったのですけれど、改めて宿泊をして、出されたものを食べる子ど

もたちの様子を見ていて、好き嫌いが多いなって率直に感じました。やっぱり好

き嫌いが多い子って、痩せていると言うか華奢な子が多いなっというのを改め

て感じました。本当に白いご飯だけ食べていればいいと思っている子もいます

し、本当に意図的に痩せようとしなくても、食べなければ痩せるのだなっていう

のを見ていて感じました。そういったところを小学校でどうやって教えていく

のか？というところが大切かなと思いました。２日目は宿舎から用意していた

だいたお弁当を食べることになっているのですが、「好きなものが一つも入って

いない」と公然と言う子がいたりして、本当にびっくりしました。全部食べ切る

子の方が本当に少なかったですね。そういった意味でも、本当に今の子は食の在

り方を考えていかないといけないんだな、と改めて感じました。以上です。あり

がとうございました。 

（委員長） ありがとうございました。委員の方、指名させていただいて、それぞれ内容の

あるお話をいただきました。いただいた内容については、今後若者にどうアプロ

ーチしていくかっていうところでですね、検討をしていきたいなというふうに

思っていますので、その時はまたご意見をいただければと思います。 

委員の皆様より出たお話の中で何かお聞きになりたいようなところがあれば

おうかがいしますけど、いかがでしょうかね。よろしいですか。 

（委員）  今、ちょうどお話を聞いていて思ったのですけど、なんか痩せてるとか太って



るとかで判断をするのはどうなのかなと思ったのです。うちの子、まだ５歳なの

ですけど、幸いお野菜が好きに育ってくれて、私がほぼほぼ野菜中心にご飯を出

しているっていうのもあるのですけど、やっぱりほかの子と比べるとやせ型の

体質なのです。さっきのお話でも体重が増えたらサインだよ、っておっしゃって

いたのですけど、そもそも栄養の定義はすごく複雑だと思うし、１回目の会議の

時にも、ビーガンとか動物性のたんぱく質を取らないっていうスタイルの方々

もいるという意見もあったと思うので、多角的なアプローチをしていかないと

いけないのかな、と今のお話を聞きながら感じました。 

（委員長） ありがとうございます。確かにそうですよね。ちゃんと栄養のあるものを食べ

てバランスよく取っているけど体型的には痩せている子、あと好き嫌いが多く

て食べるものないぞって言って痩せちゃう子と全然違いますからね。 

（委員）  それで好きなものがないって言ってお菓子に走っていたら、そこは問題だと思

うのですけど、たとえ好きなものがなくても、その子その子を見ていかないと一

概には言えないところもあると思うのですけど、私も見ていて聞いていてもど

かしく感じます。 

（委員長） ありがとうございます。ほかにいかがですか。よろしいですか。はい。ちょっ

と先に進めさせていただければと思います。続いて、ねりまの食育応援店事業に

ついて、資料５の説明をお願いします。 

（事務局） 資料５の説明 

（委員長） はい。ありがとうございます。続いて資料６も続けてお願いできますか。 

（事務局） 資料６の説明 

（委員長） はい、ありがとうございます。今、ご説明がありました資料５と６につい 0て

ご質問やご意見あればお受けします。よろしいですか。それではそのほかで委員

の皆様、今日はこちらから振りませんでしたけれども、庁内の幹事から皆さんに

お話ししたい内容とか何かあればお願いしたいのですけれど、よろしいですか。  

そうしましたら、本日お忙しい中ご協力をいただきましてありがとうござい

ました。次回の会議ですが、３月 22日の火曜日に予定をしております。ご案内

につきましては後日改めてお送りさせていただきますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

５．閉会 

（委員長） そうしましたら、これで本日の練馬区推進ネットワーク会議全体会を閉会させ

ていただきます。ありがとうございました。 

 


